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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.３２  

平
成
元
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
浜
風
会
」
は
、
平
成

の
時
代
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

浜
風
会
は
「
篠
育
会
」
が
き
っ
か
け 

 

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
四
日
、
町

の
有
識
者
、
約
百
八
十
人
が
、
篠
原
中

学
校
に
集
い
、
山
下
孝
先
生
の
基

調
講
演
の
後
、
部
落
毎
の
分
散
会

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
は

「
篠
原
地
区
の
誇
り
と
す
べ
き

文
化
や
子
孫
に
伝
え
る
べ
き
史

跡
、
風
習
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
？
ふ
る
さ
と

ほ
り
お
こ
し
運
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か
け

と
す
る
」
で
し
た
。
そ
の
主
旨
書
の
目
標
に
次
の

よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

          

『
浜
風
と
街
道
』
の
発
行 

 

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
各
公
民
館
単
位
で
「
わ
が
ま
ち 

文
化
誌
」
の
発
行
が
始
ま
り
、
篠
原
公
民
館
も
そ
れ
に

申
込
み
ま
し
た
。
篠
育

会
の
「
家
庭
教
育
を
考

え
る
会
」
を
計
画
し
た

教
養
文
化
部
員
を
中

心
に
、
主
旨
に
賛
同
し

た
新
た
な
メ
ン
バ
ー

を
加
え
、
そ
の
編
集
に

取
り
組
ん
だ
の
は
、
同

年
五
月
の
こ
と
で
す
。 

 

そ
し
て
約
一
年
か
け
て
編
集
に
取
組
み
、
わ
が
ま
ち

文
化
誌
は
題
名
を
『
浜
風
と
街
道
』
と
し
て
、
平
成
元

年
三
月
三
十
一
日
に
発
行
し
ま
し
た
。 

「
浜
風
会
」
の
発
足
と
主
な
活
動
成
果 

 
そ
し
て
そ
の
文
化
誌
編
集
の
メ
ン
バ
ー
が
、
も
う
少

し
地
域
の
こ
と
を
勉
強
し
よ
う
と
始
め
た
の
が
、「
浜

風
会
」
で
、
平
成
元
年
八
月
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら

３０
年
、
活
動
成
果
の
主
な
も
の
を
あ
げ
ま
す
。 

・
『
篠
原
村
誌
』
復
刻 
平
成
二
年 

・
「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
の
設
置 

同
三
年 

・
『
私
の
戦
争
体
験
』
発
行 
同
七
年 

・
「
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」 

同
八
年 

・
『
篠
原
村
誌
続
篇
』
発
行 

同
十
三
年 

・
「
し
の
は
ら
歴
史
便
り
」
同
十
四
年
よ
り
二
回
／
年 

・
「
協
働
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
に
毎
年
展
示
発
表 

「
浜
風
会
」
が
30
年
も
続
け
ら
れ
た
理
由 

先
ず
そ
れ
は
山
下
孝
先
生
の
ご
指
導
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
篠
原
小
学
校
の
教
頭
先
生
に
在
籍
さ
れ
て
い

た
ご
縁
で
、
地
域
の
文
化
史
蹟
を
後
世
に
残
す
こ
と
の

大
切
さ
や
、
本
物
の
意
味
を
正
し
く
知
る
こ
と
の
重
要

性
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
現
在
も
な

お
、
年
２
回
の
講
演
会
や
バ
ス
旅
行
の
ご
案
内
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

次
に
は
篠
原
を
愛
し
て
い
る
人
、
延
べ
に
し
て
５０

名
以
上
の
会
員
が
集
っ
た
こ
と
で
す
。
三
十
年
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
活
躍
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
元
校
長
先
生
等
諸
先
輩
が
退
会
さ
れ
、
会
員
は

大
き
く
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
２８
名

の
会
員
が
い
る
こ
と
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
特
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
活
動
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
小
学
校
に
「
郷
土
資
料
室
」

を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
、
「
し
の
は
ら
歴
史
便

り
」
を
発
行
し
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
継
続
的
活
動

の
原
動
力
に
な
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

最
後
に 

 

「
浜
風
会
」
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご

協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
会
員
と
共
に
、
篠
原
の
将
来
に
つ
な
が

る
掘
起
こ
し
や
伝
承
を
、
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
会
長 

山
下
勝
彦
） 

 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

 

ふるさとほりおこし運動の目標 
 

篠原地域の文化を掘りおこし、 

それを子供にもわかりやすく表す。 
 

・冊子をつくる。 

・看板を立てる。 

・親子で「ふるさと」を勉強しあえる

環境をつくる。 

・みんなが誇れる「ふるさと」と文化

を育てる。 
 

 以上を公民館活動で広く興味のある

方の参加をえて６３年度から取組む。 

「家庭教育を考える会」

で当日配付された資料 
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東
京
奠
都
と
御
東
幸 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
十
七
日
江
戸
は
東
京

と
改
め
ら
れ
、
皇
居
は
東
京
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
遷
都
の
第
一
歩
と
し
て
明
治
元
年
九
月
二
十

日
に
天
皇
が
京
都
を
出
発
し
東
幸
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
東
幸
は
約
三
百
年
に
わ
た
り
政
治
の
実
権
を

握
っ
て
き
た
徳
川
の
居

城
に
天
皇
が
入
る
こ
と

に
よ
り
、
天
皇
統
治
を

知
ら
し
め
る
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

東
幸
の
警
護
は
ひ
と

き
わ
厳
重
で
、
諸
藩
兵

が
前
後
を
警
備
し
岩
倉

具
視
や
木
戸
孝
允
等
三

千
三
百
余
人
が
供
奉
（

ぐ
ぶ
：
行
幸
の
行
列
に

加
わ
る
こ
と
）
し
た
。

行
列
は
二
十
三
日
間
か

け
て
東
海
道
を
東
京
に

下
っ
た
。 

 

東
幸
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
十
月
一
日
朝
吉
田

を
発
っ
た
行
列
は
潮
見
坂
で
野
立
（
行
列
を
止
め
て
休

む
こ
と
）、
明
治
天
皇
は
初
め
て
太
平
洋
を
遠
望
さ
れ
、

さ
ら
に
大
倉
戸
村
で
は
海
浜
に
野
立
さ
れ
た
。
潮
見
坂

に
あ
る
記
念
碑
の
台
座
プ
レ
ー
ト
に
は
木
戸
孝
允
の

日
記
の
抜
粋
が
彫
り
込
ま
れ
、
天
皇
が
初
め
て
太
平
洋

を
望
ま
れ
た
感
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
日
は
新
居
宿
で
宿
泊
さ
れ
、
翌
二
日
朝
浜
名
湖

を
船
で
渡
り
舞
坂
宿
本
陣
で
小
休
（
こ
や
す
み
：
本
陣

な
ど
で
し
ば
ら
く
休
む
こ
と
）
さ
れ
た
。 

 

行
列
は
坪
井
村
で
野
立
を
さ
れ
、
篠
原
村

立
場
本
陣
で
小
休
し
、
さ
ら
に
増
楽
村
で
野

立
、
浜
松
に
午
の
刻
（
十
二
時
頃
）
着
か
れ

た
。 

報
奨
金
や
見
舞
金
の
下
賜 

 

東
幸
途
中
の
各
所
で
は
高
齢
者
、
孝
子
、

節
婦
に
報
奨
金
を
、
水
害
被
災
者
な
ど
に
救

援
金
を
合
計
二
万
七
千
五
百
人
に
対
し
て
下

賜
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
舞
坂
宿
の
例

を
次
に
揚
げ
る
（
舞
阪
町
史
） 

 
今
般 

東
巡
に
付
き 

御
道
筋
住
居
の
者

九
十
歳
以
上
金
五
百
疋 

八
十
歳
以
上
金
三

百
疋 

七
十
歳
以
上
金
二
百
疋 

慰
労
の
為

下
賜
す
る 

 

明
治
元
年
戊
申
十
月 

舞
坂
宿
34
人
、
坪
井
村
27
人
、
篠
原
村
72
人
、 

馬
郡
村
36
人
に
下
賜
さ
れ
た
。
尚
金
額
の
疋

は
皇
室
関
係
の
寄
付
や
下
賜
に
使
わ
れ
た
単
位
で
、
百

疋
金
一
分
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

坪
井
村
の
野
立
所
址
を
探
す 

 

昭
和
八
年
『
明
治
天
皇
行
幸
年
表
』
に
「
坪
井 

川

合
治
助
畑
御
野
立
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和

十
二
年
の
「
静
岡
県
下
御
通
輦
関
係
記
録
」
に
は
、「
坪

井
御
野
立
所
址
、
所
在
浜
名
郡
篠
原
村
坪
井
新
田
五
七

九
番
地
」
と
あ
る
。 

 

こ
の
二
資
料

か
ら
坪
井
新
田

五
七
九
番
地
は

明
治
初
年
頃
川

合
ま
た
は
河
合

治
助
の
畑
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

と
想
像
で
き
る
。

し
か
し
聞
き
歩

き
を
し
た
が
治

助
家
の
特
定
は

困
難
で
あ
っ
た
。

法
務
局
の
登
記

簿
上
で
最
も
古

い
記
録
は
明
治

二
十
三
年
五
月

十
四
日
で
別
人

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
東
幸
の
準
備
と
し
て
の
宿
割
り
実
地
調
査
が

五
辻
弁
事
一
行
に
よ
り
新
居
浜
松
間
を
明
治
元
年
九 

稲
荷
神
社 

昭和 8年土地宝典 道路の北側

で水路の横に 579番地がある 

東京日本橋高札前を通過する行列を描いた錦絵 
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月
十
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
小
休
・
野
立

場
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

御
小
休 

 

舞
坂
御
本
陣 

 
 

宮
崎
伝
左
衛
門 

御
野
立
所 

坪
井
村
地
内 

 
 

字
大
川
橋 

御
立
場 

 

篠
原
村 

 
 

 
 

喜
兵
衛 

御
休
泊 

 
浜
松
御
本
陣 

 
 

杉
浦
助
左
衛
門 

坪
井
村
の
大
川
橋
は

ど
こ
か
。
昭
和
八
年
土
地

宝
典
で
は
、
新
田
に
二
本

の
水
路
が
あ
る
の
で
こ

れ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

が
、
番
地
か
ら
追
え
ば
西

側
の
水
路
の
横
と
な
る
。

浜
風
会
で
こ
こ
ま
で
を

報
告
し
た
ら
、
坪
井
で
は

西
側
の
水
路
を
以
前
「
だ

い
が
」
と
呼
ん
で
い
た
と

す
ぐ
に
指
摘
が
あ
っ
た
。

五
辻
弁
事
は
調
査
の
時

こ
れ
を
「
大
川
」
と
記
録

し
た
と
推
定
し
て
良
い

だ
ろ
う
。
以
上
か
ら
水
路

の
横
の
五
七
九
番
地
あ
た
り
と
な
る
。 

さ
て
隊
列
が
止
ま
り
輿
の
上
か
ら
明
治
天
皇
は
ど

の
よ
う
な
風
景
を
眺
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
化

三
年
（
一
八
〇
六
）
に
完
成
し
た
東
海
道
分
間
延
絵
図

で
想
像
し
て
み
た
い
。
馬
郡
村
と
坪
井

村
は
街
道
沿
い
に
家
が
続
い
て
い
る

が
、
稲
荷
神
社
を
越
し
て
じ
き
に
新
田

畷
の
松
並
木
に
入
る
。
こ
こ
か
ら
南
を

望
め
ば
、
秋
晴
れ
の
も
と
に
刈
り
取
ら

れ
た
田
ん
ぼ
と
稲
束
が
掛
け
ら
れ
た

ハ
ズ
が
並
ん
で
い
て
、

更
に
遠
く
に
は
堤
防

が
見
え
、
北
は
遥
か
に

湖
北
の
山
々
を
望
ま

れ
た
で
あ
ろ
う
。 

野
立
所
址
の
そ
の
後 

明
治
以
後
、
各
所
の

野
立
所
址
に
は
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
た
。
天

竜
川
以
西
で
は
、
潮
見
坂
、
大
倉
戸
村
、

増
楽
村
、
永
田
村
（
今
の
和
田
町
）
で

あ
る
。
坪
井
に
は
建
て
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。 

時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
右
の
地

図
（
ゼ
ン
リ
ン
）
と
写
真
は
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
の
も
の
で
旧
東
海
道
の

南
だ
け
は
環
状
線
の
一
部
と
し
て
の
道
路
と
な
っ
た

が
、
北
側
に
は
「
だ
い
が
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
水
路
が

残
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
そ
の
後
平
成
十
六
年
（
二 

〇
〇
四
）
環
状
線
が
開
通
し
て
こ
の
場
所
は
旧
東
海
道 

（
県
道
）
と
の
交
差
点
と
な
っ
た
。 

明
治
天
皇
は
明
治
元
年
十
二
月
京
都
へ
還
幸
さ
れ

た
が
、
日
程
は
短
縮
さ
れ
野
立
の
記
録
は
な
い
。
篠
原

村
立
場
本
陣
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
御
東
幸
御
小
休
控

帳
」
に
は
明
治
元
年
と
二
年
に
３
回
の
小
休
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。 

維
新
を
強
く
感
じ
た
村
人
た
ち 

三
千
人
を
超
す
行
列
は
村
人
の
想
像
を
は
る
か
に

越
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
通
過
を
ど
の
よ
う
に
見
守
っ

た
だ
ろ
う
か
。
一
般
人
が
書
い
た
記
録
が
見
当
た
ら
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
激
動
的
な
時
代
の
変
わ
り
目

を
見
た
に
違
い
な
い
。 

 
 

（
鈴
木 

忠
） 

「だいが」と呼ばれ

ていた水路 
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応
永
二
年(

一
三
九
五)

に
日
朝
上
人
に
よ
り
勧
請

さ
れ
た
事
や
、
春
日
大
明
神
の
事
、
津
毛
利
神
社
の
事

は
平
成
二
十
一
年
七
月
発
行
の
当
会
報
１５
号
に
よ
り

既
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
境
内
地
及
び
神
社
敷
地
の
移
り
変
わ
り
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

①
は
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
「
東
海
道
分
間
延

絵
図
」(

文
化
三
年
・
一
八
〇
六
）
に
描
か
れ
た
春
日

神
社
で
す
。
東
海
道
に
面
し
た
鳥
居
が
描
か
れ
て
お
り

東
向
き
の
社
殿
に
は
「
御
朱
印
地
・
春
日
・
八
幡
・
山

王
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
東
側
に
は
「
春
日
神
主
、
六
右

衛
門
」
と
記
さ
れ
神
主
の
屋
敷
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
か
ら
馬
郡
の
右
氏
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た

事
が
こ
の
絵
図
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。 

 

②
図
は
昭
和
八
年
製
作
の
土
地
宝
典
で
内
太
枠
は

旧
境
内
地
（
一
九
二
坪
）
で
新
境
内
地
（
八
一
一
坪
）

が
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
偶
然
は
昭
和
八
年
に
春

日
神
社
の
大
改
修
が
行
わ
れ
た
事
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
東
側
の
一
八
六
六
番
の
一
は
神
主

の
屋
敷
で
す
。
外
側
太
枠
三
千
余
坪
を
有
し
た
膨
大
な

神
社
敷
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
北
側
を
上
に
す
る
た

め
図
面
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
） 

 

昭
和
八
年
の
大
改
修
は
舞
阪
駅
前
、
西
・
東
馬
郡
の

氏
子
が
総
力
を
挙
げ
三
万
三
九
〇
円
三
〇
銭
（
当
時
金

額
）
の
寄
付
金
と
数
多
く
の
備
品
等
の
提
供
に
よ
り
こ

の
地
域
に
は
な
い
立
派
な
本
殿
・
拝
殿
・
幣
殿
を
始
め

大
鳥
居
、
神
池
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
当
時
の
舞
阪
駅
を
中
心
と
し
た
養
鰻
業
の
隆

盛
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

③
図
は
昭
和
４０
年
に
完
成
し
た
雄
踏
町
に
通
じ
る

県
道
の
完
成
後
の
図
面
で
す
。
春
日
神
社
は
県
道
の
西

側
だ
け
と
な
り
、
昔
②
図
と
比
べ
神
社
敷
地
は
約
半
分

と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
工
事
に
よ
り
、
鳥
居
（
大
正
九
年
堀
内
國
作
氏

寄
進
）
と
石
灯
籠
二
基
（
文
化
五
年
遠
州
屋
傳
兵
衛
寄

進
）
と
村
中
安
全
（
元
治
元

年
）
が
県
道
の
真
ん
中
に
な

っ
た
た
め
、
現
在
地
に
移
転

し
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

（
藤
田
博
辞
） 
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